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研究成果の概要（和文）：本研究では第一に，ネットワーク化されたベルトラン市場での企業の価格戦略を分析
した．ネットワーク化されていない市場では均衡価格が完全競争的になることが従来の理論で示されている．し
かし，ネットワーク化された市場では，それよりも高い共謀的価格が進化的に安定であることがわかった．従っ
て，共謀的価格が維持されうる主要な要因の一つはネットワーク化された市場であることがわかった．
本研究ではまた，3人市場での最後通牒ゲームにおける提携行動の進化も分析した．伝統的な理論では，効率的
な3人提携が形成されるが，確率的な進化モデルでは，2人提携の価値が大きいと，非効率な2人提携が形成され
てしまうことがわかった．

研究成果の概要（英文）：We study the evolution of pricing behavior in a networked oligopoly market, 
in which firms who are on vertices of a network compete with only their neighbors. The theory of 
industrial organization predicts that every firm charges the competitive price in a non-networked 
market. We show in our networked market, a collusive price is evolutionary stable under weak 
selection. The results suggest that collusive pricing prevails in a large market if and only if it 
is networked. 
We also study what coalition formation behavior in a 3-person ultimatum game evolves. Traditional 
game theory predicts the largest and efficient coalition with a proposer exploiting most of the 
total value. However, our stochastic evolutionary selection favors the formation of a two-person 
subcoalition if and only if its coalition value exceeds a high proportion of that of the largest 
coalition, resulting in economic inefficiency and social exclusion. 

研究分野： ミクロ経済学，ゲーム理論

キーワード： 進化ゲーム理論　ネットワーク市場形成
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１． 研究開始当初の背景 
 
伝統的な経済理論による市場分析では，（完
全に）合理的な価格受容者(rational 
price-taker)が参加する完全競争的な市場
での価格決定過程を記述し，その結果，自由
な市場メカニズムによってパレート効率的
な帰結が得られるという厚生経済学の第一
基本定理を得ている．また，Rubinstein and 
Wolinsky らの一連の研究により，この結果は
合理的な価格設定者(raitional 
price-maker)たちの戦略的な行動に対して
も安定的であると言うことが示されてきた．  
 
しかし，Granovetter が指摘したように，現
実の市場では誰が誰とでも取引できるとい
う状況はまれで，情報の偏在や地理的要因等
の問題によりローカルな関係（ネットワー
ク）により多くの取引が行われている． 
そのように各市場参加者が限られた相手と
しか取引可能ではない，制限された取引関係
により構成される市場はネットワーク化さ
れた市場(Networked Market)と呼ばれている．
そこでは，伝統的な経済学が仮定する誰もが
自由に参加でき，かつ誰が誰とでも自由に取
引可能な完全競争市場における経済行動と
は違った経済行動が行われると推測できる． 
 
この問題意識により，ネットワーク化された
市場における経済活動の分析は近年盛んに
行われるようになったきた(Jackson)．たと
えば労働市場での賃金の決定にはネットワ
ークにおける各個人のリンクの数が深く影
響していることが理論的にも実証的にも確
かめられている． 
 
また，申請者のこれまでの研究では，上流企
業と下流企業による中間財の2部市場におい
て，安定的なネットワークでは，財の価格・
配分は伝統的な市場理論の予測と同じにな
るが，下流企業による過剰なリンク形成によ
るネットワーク形成費用の増大により社会
的な非効率性が発生してしまうことを発見
した． 
 
上記のこれまでの研究は，分析上の重要な仮
定として，経済主体を完全に市場の状況を把
握できるという合理性を課している．しかし，
現実市場のサイズはとても大きく，各主体が
市場競争の状況を完全に把握することは難
しい． 
そのような状況では，多くの研究が明らかに
してきているように，現実の経済主体は完全
には合理的ではなく，不完全な知識を基に試
行錯誤を繰り返しながら戦略を更新してい
く．動学ゲーム分析手法の一つである進化ゲ
ーム理論 (Weibull) は，このような限定合
理的 (bounded rational) である経済主体を
動学的に分析する手段の一つとして広く使
われており，様々な状況で完全に合理的な経

済主体とは違う行動が現れる可能性を指摘
している． 
 
そこで，上記の完全合理的な経済主体に関す
る研究との比較を行いながら，限定合理的な
経済主体が参加するネットワーク化された
市場における経済行動の動学的分析を行い，
既存の理論結果・予測の再検証を行う必要が
ある． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では上記の通り，ネットワーク化され
た市場における，企業の戦略の進化と市場取
引ネットワーク自身の形成過程・進化を，限
定合理性に着目して，モデル分析し動学的な
安定性を解明し，完全合理的な理論からの予
測を再検証する．具体的には以下の 2点を研
究目的として研究を進めた． 
 
① 企業間競争戦略にネットワークが与える
影響についての動学的分析:  

 
この研究では，ネットワーク化された市場で
の企業間競争を分析する． 
 
企業間競争に空間構造を入れた研究は，一次
元線分市場を分析したHottelingによって始
められ，数多くの合理的な 2企業間競争の分
析が行われてきた． 
 
しかし，近年の世界の一体化により，多企業
間のグローバルな競争が行われてきている． 
そこで，多数の企業が参加するネットワーク
化された市場を分析して，既存の理論結果の
頑健性を検証することが必要であるので本
研究を行う． 
 
② 企業間取引ネットワーク形成の動学的分
析 
 
この研究では，上流企業と下流企業からなる
2部市場における企業間の取引ネットワーク
の構築・進化を動学的に分析する．申請者の
これまでの研究(研究業績[5])や他の先行研
究では主に取引ネットワークの安定性を静
学的に分析してきた．しかし，現実には取引
ネットワーク自身は，技術の蓄積・環境の変
化等の要因により，時間を通じて発達もしく
は縮小している． 
 
そこでこれまでの静学的な分析をさらに発
展させ，財の取引とネットワーク形成を両方
とも同時に動学的に扱えるモデルを設計す
る．これにより，これまで解明されていなか
った安定ネットワークの形成過程が明らか
になり，また静学的に安定なネットワークの
動学的なショックに対する頑健性も検証可
能にすることができるようになるので本研
究を行う． 



 
３．研究の方法 
 
本研究の目的は，市場取引ネットワークの形
成過程とそのネットワーク化された市場に
おける企業の戦略の進化をモデル分析し動
学的な安定性を解明することである． 
 
これらの分析のために大枠では次のように
研究を進めていく．まず 1 年目は，当該分野
の既存研究を今までよりさらにサーベイし，
それと同時に隣接分野の研究会にも出席し
テーマについて議論を深める． 
 
そして 2 年目以降は，研究目的 1・2 につい
て計算機を使った数値的なシミュレーショ
ン分析と理論的なモデル分析を同時並行的
に進め，結果を考察する．また，それらを逐
次学会等で報告し議論を重ねモデルを改良
していき，最後に研究目的 1，2 について得
られた考察結果を論文としてまとめ，全体を
研究分野の中に同様に位置づけるか，また研
究過程で残った疑問を整理し，その先同様 
な研究の発展が可能であるかを考察する． 
 
４．研究成果 
 
まず，研究目的 1「企業間競争戦略にネット
ワークが与える影響についての動学的分析」
のモデル分析を行った． 
 
ネットワーク上のノードに企業が分布して
いて，またそのリンク上に多数の消費者が分
布している状況をモデル化し解析を行った．
その結果たとえ多数の企業が参加していて
も，ネットワーク化された市場では，されて
いない市場と対照的に，価格が完全競争的に
ならずに高い共謀的水準にとどまり消費者
の余剰が低くなってしまうことがわかった．
従って，共謀的価格が維持されうる主要な要
因の一つはネットワーク化された市場であ
ることがわかった． 
 
そしてこの結果をまとめ，ワーキングペーパ
ー 「Evolution of a collusive price in a 
networked market 」 として SSRN に公開し
た． 
 
次に，研究目的 2「企業間取引ネットワーク
形成の動学的分析」に関連して 3人の参加者
が存在する市場での協力行動の進化に関す
る共同研究のコンピュータ・シミュレーショ
ンを行い，さらにそこから得られた知見を理
論的に厳密に証明することが出来た． 
 
伝統的な理論では，常に効率的な 3人提携が
形成される．しかし，我々の確率的な進化モ
デルでは，2人の部分提携の価値が十分に高
いと，効率的な 3人提携が進化的に安定とな
らず，非効率な 2人提携が安定となり，提携

不参加者に対する社会的な排除が発生して
しまうことがわかった． 
 
これらの結果を論文「Evolution of fairness 
and coalition formation in three-person 
ultimatum games」としてまとめ ，学術誌
Journal of Theoretical Biology に投稿し
たところ受諾された． 
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